
平成25年度 高知県公立高等学校「前期選抜」学力検査

解答・解答例と解説・関連事項

問題番号 解答・解答例 解説と関連事項 配点

１ 打製
この打製石器を使う時代を旧石器時

２
代と呼ぶ

２ ア
歴史的分野の教科書Ｐ１９の中ほど

２
の地図を参照。

大宝律令は７０１年に出された。

アの平城京は７１０年、イの聖武天

皇は、奈良時代（７１０以降）の天

３ エ 皇、ウの墾田永年私財法は、７４３ ２

年に出された。エの遣隋使は、聖徳

太子が派遣したもので、奈良時代よ

り前の時代。。

文章は「元寇」のことについて書か

れている。元寇に参加した御家人を

救おうと１２９７年に出されたのが

徳政令であった。アの分国法は戦国

４ イ 時代に戦国大名が定めたもの、ウの ２

御成敗式目は元寇より少し前の鎌倉

時代に裁判の基準を定めたもの、エ

の武家諸法度は江戸時代に大名など

のきまりを定めたもの。

(1) 公正取引委員会 公民的分野の教科書Ｐ１２５を参照。 ２

［例］

１
(2)

営利を目的としない、
公民的分野の教科書Ｐ９９を参照。 ２

社会に貢献する活動を

行う組織。

２ 製造物責任法（ＰＬ法） 公民的分野の教科書Ｐ１１１を参照。 ２

アは沖縄県の６５歳以上の人口が少

ないので間違い。イは沖縄県は約２

３ ウ
倍なので４倍以上になっておらず間

１
違い。エは沖縄県で、２００５年か

ら２０１５年にいったん増加してい

るので間違い。

憲法の条文については公民的分野の

４ エ 教科書Ｐ１９０を参照。本文ではＰ ２

５０やＰ１３５を参照。



問題番号 解答・解答例 解説と関連事項 配点

(1) インド洋 地理的分野の教科書Ｐ７を参照。 ２

Ａは温帯の地中海性気候、Ｂは寒帯、

Ｃは熱帯の熱帯雨林気候、Ｄは唯一

南半球で温帯。グラフは７～８月に

(2) Ａ 気温が高いので、季節が逆の南半球 ２

ではないのでＤではない。年平均気

温は温暖で、夏に降水量が少ないこ

とからＡと分かる。

１
日本の標準時を決める経線は、東経

１３５度の経線。１５度で１時間の

時差が生じるので、日本から０度ま

での時差は、135÷ 15＝ 9時間。
さらに、その０度から西経４５度ま

(3) ４月１日 午前７時
での時差は、45÷ 15＝３時間。

２
つまり、9（時間）＋ 3（時間）

＝ 12時間。
この１２時間を日本の時刻からもど

すとリオデジャネイロの時刻となる。

１２時間の時差というのは、まるま

る半日の時差、ということになる。

Ｙの文では、国民総所得（ＧＮＩ）

２ イ がもっと低いのは、イタリアである ２

ので誤り。

アの応仁の乱は１４６７年、イの島

原・天草一揆は江戸時代の１６３７

１ ア → エ → ウ → イ
年のこと。ウのキリスト教の伝来は

２
１５４９年、エの鉄砲の伝来は、キ

リスト教伝来より前の１５４３年の

こと。

アの樋口一葉は「たけくらべ」など

を書き、５千円札に描かれている明

２ エ
治時代の人物。イの狩野永徳は安土

１
桃山時代の屏風絵の絵師。ウの葛飾

北斎は江戸時代後期の化政文化の頃

に「富嶽三十六景」を描いた人物。

［例］

３ 輸入品の関税を自主的 歴史的分野の教科書Ｐ１４１を参照。 ２

に決定できる権利。

イの伊藤博文は初代内閣総理大臣。

ウの岩倉具視は１８７１年に明治政

４ ア 府を代表してヨーロッパに渡った人 ２

物。エの吉野作造は「民本主義」を

唱えた人物。

５ 冷戦（冷たい戦争） 歴史的分野の教科書Ｐ２３１を参照。 ２



平成２５年度 高知県公立高等学校「前期選抜」学力検査 解答・解答例と解説・関連事項 （２枚目）

問題番号 解答・解答例 解説と関連事項 配点

１ ウ
Ｘは、「衆議院議員」の語句と「参議

２
院議員」の語句が逆なので誤り。

アの本会議は、衆議院・参議院それ

ぞれで国会議員全員が参加する会議

のこと。ウの公聴会は、国会で話し

２ イ 合う時に専門家などの意見をきく会。 ２

エの特別会は国会で開かれる会議の

種類の１つ。閣議については、公民

的分野の教科書Ｐ７８を参照。

ウは「裁判員裁判」について書こう

３ ウ
としているが、裁判員裁判は刑事裁

２
判の中でも殺人や強盗致傷など重罪

な裁判でのみ取り入れられるもの。

国から地方公共団体に支給される資

金のうち、使い道を指定されていな

４ 国庫支出金 いものは「地方交付税交付金」であ ２

る。これについては、公民的分野の

教科書Ｐ９６を参照。

Ａを選択すれば、ウ
略地図のＡは北海道、Ｂは東京都、

(1)
Ｂを選択すれば、ア

Ｃは大阪府、Ｄは沖縄県をそれぞれ ２
Ｃを選択すれば、エ

指している。
Ｄを選択すれば、イ

(2) 梅雨 ２

１
資料Ⅱの地形図では、等高線の間隔

がとても狭い（等高線が“つんで”

いる）のが読み取れる。この場合に

(3) ア は、斜面が急であるので、アかイに ２

なる。また斜面に多く見られる地図

記号 は広葉樹林の記号であるの

で、答えはアになる。

２
ウ 人口減少数の多い市町村に、中国地

２
方の「広島県呉市」が含まれている。


